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李
　
　
　
國

勝

は

じ
め

に

　
一
九
八
八
年
の
夏
、
中
国
の
武
漢
で
漢
劇
団
に
よ
っ
て
初
め
て
上
演
さ
れ
た

『
曾
根
崎
殉
情
』
は
、
向
井
芳
樹
先
生
と
中
国
側
の
脚
本
家
方
月
佑
氏
が
脚
色

し
た
近
松
門
左
衛
門
の
代
表
作
『
曾
根
崎
心
中
』
に
よ
っ
て
い
る
。
同
年
の
一

一
月
に
尼
崎
市
で
日
本
で
の
初
公
演
が
行
わ
れ
た
。
中
国
古
典
劇
の
様
式
で
上

演
さ
れ
た
『
曾
根
崎
殉
情
』
に
関
し
て
書
か
れ
た
も
の
に
は
、
『
湖
北
日
報
』
．

『
武
漢
晩
報
』
の
報
道
・
紹
介
新
聞
記
事
の
ほ
か
に
、
『
武
漢
劇
壇
』
．
一
九
八

八
年
第
四
期
（
方
月
佑
）
、
『
劇
本
』
・
一
九
八
九
年
第
九
期
（
崔
偉
）
、
『
武
漢

劇
壇
』
・
一
九
八
九
年
第
四
期
（
李
国
勝
）
、
『
楚
天
劇
論
』
・
一
九
八
九
年
第
四

期
（
黄
振
元
）
、
『
武
漢
劇
壇
』
・
一
九
九
二
年
第
一
－
二
期
（
部
呉
）
、
『
中
国

戯
劇
』
・
一
九
九
二
年
第
三
期
（
方
月
佑
）
な
ど
の
掲
載
論
文
・
記
事
が
あ
る
。

脚
本
の
も
の
と
し
て
、
今
は
手
元
に
向
井
芳
樹
先
生
の
、
原
作
を
現
代
日
本
語

訳
し
た
手
稿
と
方
月
佑
氏
の
脚
色
し
た
八
八
年
五
月
の
文
学
手
稿
本
、
六
月
の

演
出
手
稿
本
の
コ
ピ
ー
及
び
『
武
漢
劇
壇
』
の
文
学
脚
本
、
『
劇
本
』
（
中
国
戯

劇
出
版
社
）
の
演
出
脚
本
、
『
近
松
門
佐
衛
門
・
井
原
西
鶴
選
集
』
（
人
民
出
版

社
出
版
）
が
あ
る
。
文
学
脚
本
と
演
出
脚
本
（
上
演
用
台
本
）
と
は
脚
本
家
の

方
月
備
氏
が
名
づ
け
た
か
ら
、
拙
稿
で
は
そ
れ
に
従
う
。

　
向
井
芳
樹
先
生
が
『
曾
根
崎
心
中
』
を
現
代
語
に
訳
し
た
の
は
一
九
八
七
年

七
月
の
こ
と
で
、
同
年
九
月
に
私
は
そ
れ
の
中
国
語
訳
を
完
成
し
た
。
そ
の
ニ

ケ
月
後
の
一
一
月
に
『
近
松
門
左
衛
門
・
井
原
西
鶴
選
集
』
の
本
が
出
版
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

た
。
そ
の
中
の
『
曾
根
崎
鴛
鳶
殉
情
』
は
先
学
の
銭
稲
孫
氏
が
五
八
年
岩
波
書

店
出
版
の
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
の
『
近
松
浄
瑠
璃
集
・
上
』
の
原
本
を
も

と
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
語
訳
の
『
曾
根
崎
鴛
喬
殉
情
』
は
忠
実
に

訳
し
た
古
典
風
な
立
派
な
訳
文
で
あ
る
。
翌
年
の
八
八
年
一
〇
月
に
脚
本
家
方

月
佑
氏
が
私
の
訳
文
と
銭
氏
の
訳
と
を
参
考
に
脚
色
し
た
『
曾
根
崎
殉
情
』
の



文
学
脚
本
は
『
武
漢
劇
壇
』
に
登
載
さ
れ
、
八
九
年
九
月
に
『
曾
根
崎
殉
情
』

の
演
出
脚
本
は
中
国
戯
劇
家
協
会
の
『
劇
本
』
に
載
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
向

井
芳
樹
先
生
が
近
松
門
左
衛
門
の
原
作
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
歌
を
五
七
五
調
に
、

台
詞
を
日
本
の
台
本
風
に
翻
訳
さ
れ
た
「
中
国
漢
劇
『
曾
根
崎
殉
情
』
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
公
演
用
上
演
台
本
　
　
」
も
あ
る
。
そ
れ
は
八
八
年
の
六
月
の
演
出
手
稿
本

に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
『
武
漢
劇
壇
』
の
文
学
脚
本
は
演
出
手
稿
本
よ
り
四

ケ
月
後
の
出
版
で
、
『
劇
本
』
の
演
出
脚
本
は
一
年
三
ケ
月
の
後
の
出
版
で
あ

っ
た
。

　
基
本
作
業
と
し
て
は
中
国
語
の
演
出
脚
本
を
、
近
松
の
原
作
と
比
較
し
、
そ

し
て
方
氏
が
脚
色
し
た
際
に
参
考
に
し
た
銭
稲
孫
氏
の
訳
文
『
曾
根
崎
鴛
鴛
殉

情
』
と
比
較
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
が
、
『
曾
根
崎
殉
情
』
と
近
松
の
原
作
と

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
向
井
芳
樹
先
生
が
論
じ
ら
れ
た
か
ら
、
こ
こ
で
触
れ
な

い
。
今
度
は
主
に
方
月
備
氏
の
手
稿
本
を
参
考
に
、
『
武
漢
劇
壇
』
の
文
学
脚

本
と
『
劇
本
』
の
演
出
脚
本
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
そ
の
違
う
と
こ
ろ
を
見
て
行

き
た
い
。
そ
の
改
作
過
程
に
お
け
る
作
者
の
構
想
と
中
国
の
芝
居
作
り
の
方
法

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
中
国
で
は
ど
う
い
う
風
に
近
松
の

『
曾
根
崎
心
中
』
を
受
け
入
れ
、
消
化
吸
収
し
た
か
と
い
う
横
顔
を
覗
く
こ
と

が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
八
八
年
五
月
の
文
学
手
稿
本
と
『
武
漢
劇
壇
』
の
文
学
脚
本
と
、
６

月
の
演
出
手
稿
本
と
『
劇
本
』
の
演
出
脚
本
と
は
、
句
読
点
・
文
字
が
た
ま
に

　
　
　
　
　
中
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少
し
違
う
だ
け
で
、
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
、

な
い
で
、
『
武
漢
劇
壇
』
の
文
学
脚
本
と

え
た
い
。

第
一
場
（
再
会
）

必
要
な
時
以
外
は
手
稿
本
を
参
照
し

『
劇
本
』
の
演
出
脚
本
を
中
心
に
考

　
登
場
人
物
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
八
八
年
一
〇
月
『
武
漢
劇
壇
』
の
文
学
脚

本
（
以
下
は
文
学
脚
本
と
略
し
、
記
号
と
し
て
○
印
を
使
う
）
も
、
八
八
年
五

月
の
文
学
手
稿
本
と
八
八
年
六
月
演
出
手
稿
本
も
、
最
初
の
登
場
人
物
一
覧
の

と
こ
ろ
に
「
天
満
屋
」
の
花
車
と
お
春
（
遊
女
）
二
人
し
か
設
定
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
八
九
年
九
月
『
劇
本
』
に
登
載
さ
れ
た
演
出
脚
本
（
以
下
は
演
出
脚

本
と
略
し
、
記
号
と
し
て
●
印
を
使
う
）
だ
け
は
も
う
一
人
の
阿
恵
（
遊
女
）

を
設
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
面
白
い
こ
と
に
は
、
文
学
脚
本
に
も
八
八
年
五

月
の
文
学
手
稿
本
と
八
八
年
六
月
演
出
手
稿
本
に
も
、
設
定
か
ら
外
さ
れ
た
お

恵
が
お
春
と
一
緒
に
お
茶
を
持
っ
て
登
場
す
る
場
面
が
あ
る
。
お
恵
の
突
然
の

現
出
は
内
容
に
よ
る
必
要
か
ら
だ
っ
た
の
か
、
舞
台
演
出
の
時
に
、
花
車
と
お

春
だ
け
が
登
場
す
る
と
、
遊
廊
の
雰
囲
気
が
寂
し
く
な
り
、
ま
た
お
客
の
扱
い

に
対
し
て
も
、
欠
け
る
よ
う
で
、
複
数
の
お
客
に
な
る
と
、
お
茶
を
入
れ
る
時

に
、
遊
女
が
一
人
だ
け
で
は
舞
台
上
の
人
物
配
置
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
る
た

め
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
演
出
上
の
問
題
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
徳
兵
衛
に
対
す
る
九
平
次
の
呼
び
か
け
方
が
問
題
で
あ
る
。
「
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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兵
衛
兄
弟
」
・
「
徳
公
子
」
と
「
賢
弟
」
・
「
徳
賢
弟
」
の
二
区
分
し
た
呼
称
に
つ

い
て
は
、
文
学
脚
本
と
八
八
年
五
月
文
学
手
稿
本
で
は
、
九
平
次
が
徳
兵
衛
と

二
人
だ
け
の
場
合
も
、
お
初
の
い
る
場
合
も
、
徳
兵
衛
の
こ
と
を
「
徳
兵
衛
兄

弟
」
と
か
「
徳
公
子
」
と
呼
ん
で
い
る
。
演
出
脚
本
と
八
八
年
六
月
演
出
手
稿

本
で
は
、
そ
の
六
個
所
の
「
徳
兵
衛
兄
弟
」
・
「
徳
公
子
」
を
「
賢
弟
」
．
「
徳
賢

弟
」
に
変
え
た
。
但
し
、
一
個
所
だ
け
「
徳
兵
衛
、
徳
公
子
」
と
呼
ん
だ
例
が

あ
る
が
、
九
平
次
が
徳
兵
衛
を
「
天
満
屋
」
へ
連
れ
て
い
っ
て
お
初
に
紹
介
す

る
時
で
あ
っ
た
。
当
事
者
同
士
の
時
と
お
初
の
い
る
時
と
は
状
況
が
違
う
か
ら
、

そ
れ
に
応
じ
て
使
い
分
け
て
い
る
の
は
正
し
い
。
「
賢
弟
」
・
「
徳
賢
弟
」
は
内

側
の
親
し
い
感
じ
の
呼
称
で
あ
り
、
「
徳
兵
衛
兄
弟
」
・
「
徳
公
子
」
は
改
ま
っ

た
時
の
呼
称
と
し
て
第
三
者
の
お
初
に
紹
介
す
る
時
に
礼
儀
正
し
い
態
度
を
見

せ
る
為
の
適
切
な
表
現
で
あ
る
と
い
え
る
。
八
八
年
五
月
の
文
学
手
稿
本
と
文

学
脚
本
の
場
合
は
、
場
面
を
区
分
せ
ず
に
「
徳
兵
衛
兄
弟
」
・
「
徳
公
子
」
と
称

す
る
こ
と
は
、
改
ま
っ
た
堅
苦
し
い
感
じ
に
な
り
、
ま
た
、
「
徳
兵
衛
兄
弟
」
．

「
徳
公
子
」
を
同
時
的
に
混
用
す
る
の
は
厳
密
性
に
欠
け
る
。
「
公
子
」
は
若
様

の
意
味
で
、
こ
こ
の
「
兄
弟
」
は
自
分
よ
り
も
年
下
の
男
子
に
対
す
る
親
し
い

呼
び
か
け
（
日
本
語
の
君
〈
く
ん
〉
に
あ
た
る
）
で
あ
る
。
両
者
は
ま
っ
た
く

異
な
る
身
分
だ
か
ら
で
あ
る
。
日
本
語
で
表
す
場
合
は
「
徳
兵
衛
様
」
と
か

「
徳
様
」
と
い
う
風
に
訳
す
し
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
次
に
、
「
徳
兵
衛
可
可
」
か
ら
「
徳
郎
」
の
呼
び
方
に
変
わ
っ
た
お
初
の
心
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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変
化
は
文
学
脚
本
と
演
出
脚
本
と
で
は
、
違
う
も
の
で
あ
る
。
お
初
は
九
平
次

が
徳
兵
衛
を
紹
介
し
た
時
、
幼
い
時
か
ら
一
緒
に
育
っ
た
徳
兵
衛
を
兄
弟
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

て
の
敬
意
表
現
で
「
徳
兵
衛
寄
」
と
呼
ん
だ
。
こ
の
最
初
の
「
天
満
屋
」
で
会

っ
た
時
の
呼
び
方
は
文
学
脚
本
も
演
出
脚
本
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
演
出

脚
本
と
八
八
年
六
月
演
出
手
稿
本
で
は
、
お
初
は
『
井
筒
女
』
の
歌
謡
を
歌
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

た
後
に
、
心
を
込
め
な
が
ら
恥
ず
か
し
げ
に
「
徳
郎
、
我
・
…
対
不
起
休
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

と
言
っ
た
。
「
徳
兵
衛
寄
」
（
兄
貴
）
か
ら
「
徳
郎
」
（
「
郎
」
は
女
性
が
夫
ま
た

は
恋
人
を
呼
ぶ
と
き
の
言
葉
で
、
日
本
語
の
「
あ
な
た
」
に
あ
た
る
）
に
変
わ

っ
た
の
は
感
情
の
昇
華
し
た
証
拠
で
あ
る
。
文
学
脚
本
と
八
八
年
五
月
の
文
学

手
稿
で
は
、
ず
っ
と
後
の
第
三
場
の
「
求
神
」
（
神
に
祈
る
）
の
お
寺
の
再
会

の
時
か
ら
「
徳
郎
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
し
て
い
る
。
お
初
の
徳
兵
衛
に
対
す
る
呼

び
方
か
ら
、
彼
女
の
心
の
奥
底
の
愛
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
場

で
、
彼
女
が
「
寄
」
か
ら
「
郎
」
に
変
え
た
の
は
、
や
は
り
，
井
筒
女
』
を
歌

っ
て
い
る
う
ち
に
、
過
去
の
愛
情
物
語
に
心
を
打
た
れ
て
心
情
が
昂
ぶ
っ
て
い

っ
た
結
果
で
あ
り
、
そ
し
て
、
ず
っ
と
前
か
ら
徳
兵
衛
を
愛
し
て
い
る
真
情
の

現
れ
で
も
あ
っ
た
。

　
文
学
脚
本
と
演
出
脚
本
の
第
一
場
を
比
較
し
て
み
る
と
、
句
点
、
句
読
点
な

ど
を
除
け
ば
、
文
字
、
語
彙
、
表
現
は
四
〇
数
個
所
書
き
直
さ
れ
て
い
る
。
も

し
句
読
点
な
ど
を
含
め
ば
、
約
七
〇
個
所
に
も
な
る
が
、
こ
こ
で
は
読
点
．
句

点
の
違
い
か
ら
く
る
問
題
に
触
れ
な
い
。
そ
の
う
ち
、
大
き
く
カ
ッ
ト
さ
れ
て



い
る
部
分
は
次
の
三
個
所
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
登
場
し
て
き
た
お
初
と
九
平
次
・
徳
兵
衛
が
挨
拶
を
交
わ
す
部
分

で
あ
る
。
徳
兵
衛
と
お
初
と
の
親
し
げ
な
挨
拶
を
聞
い
た
九
平
次
は
（
不
機
嫌

そ
う
に
）
「
お
い
、
果
た
し
て
古
い
知
り
合
い
の
再
会
な
の
か
、
こ
れ
は
面
白

い
、
実
に
面
白
い
も
ん
だ
な
あ
…
－
（
お
春
に
当
た
り
散
ら
し
て
）
お
茶
は
も

う
よ
し
。
お
酒
を
く
れ
。
俺
は
飲
み
な
が
ら
、
曲
を
聞
く
ん
だ
」
と
言
っ
た
。

お
春
は
恭
し
く
、
は
い
は
い
と
承
諾
し
な
が
ら
、
下
手
へ
下
が
っ
て
お
酒
を
取

っ
て
登
場
す
る
。
お
初
は
（
作
り
笑
い
し
な
が
ら
）
「
九
平
次
様
、
貴
方
は
い

つ
も
の
お
な
じ
み
様
で
す
か
ら
、
お
好
き
な
曲
を
お
決
め
下
さ
い
」
と
言
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
展
開
の
文
学
脚
本
に
対
し
て
、
演
出
脚
本
の
方
で
は
「
九
平
次
は

（
不
気
嫌
そ
う
に
）
お
い
、
果
た
し
て
古
い
知
り
合
い
の
再
会
な
の
か
、
こ
れ

は
面
白
い
、
お
初
、
今
日
は
何
か
い
い
曲
を
歌
っ
て
く
れ
な
い
か
な
と
言
っ

た
。
お
初
は
（
作
り
笑
い
し
な
が
ら
）
九
平
次
様
、
貴
方
は
い
っ
も
の
お
な
じ

み
様
で
す
か
ら
、
お
好
き
な
曲
を
お
決
め
下
さ
い
と
言
っ
た
」
と
簡
略
に
な
っ

て
い
る
。

　
徳
兵
衛
を
「
天
満
屋
」
へ
運
れ
て
行
っ
た
九
平
次
は
、
徳
兵
衛
と
お
初
の
同

郷
出
身
者
と
し
て
の
親
し
み
を
見
る
と
、
嫉
妬
す
る
の
が
無
理
な
い
が
、
し
か

し
、
す
ぐ
お
春
に
怒
り
を
露
骨
に
表
に
出
す
の
は
、
行
き
過
ぎ
か
と
思
わ
れ
る
。

或
い
は
後
で
徳
兵
衛
を
願
し
て
お
金
を
取
る
悪
賢
い
性
格
に
合
わ
な
い
と
も
思

わ
れ
、
筋
の
展
開
か
ら
に
し
て
も
、
九
平
次
を
す
ぐ
さ
ま
に
こ
ん
な
に
短
気
な
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男
に
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
九
平
次
ら
し
い
九
平
次
と
言
え
ば
、
や
は
り

演
出
脚
本
に
描
か
れ
た
通
り
、
嫉
妬
す
る
の
を
抑
え
て
、
「
今
日
は
何
か
い
い

曲
を
歌
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
男
の
度
量
を
見
せ
る
の
が
、
む
し
ろ
自
然
で
あ

る
。　

言
葉
づ
か
い
や
読
点
記
号
の
手
入
れ
も
真
剣
に
さ
れ
て
い
る
。
「
老
相
好
」

を
「
旧
相
好
」
に
、
二
度
繰
り
返
さ
れ
た
「
有
趣
、
有
趣
…
…
」
を
一
度
の

「
有
趣
、
」
に
、
「
新
相
逢
阿
，
阿
？
」
の
読
点
記
号
「
，
」
を
「
新
相
逢

阿
！
　
阿
ワ
」
の
記
号
「
！
」
に
直
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
推
敲
に
推
敲
を
重
ね

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
次
に
、
「
陪
笑
」
と
「
賠
笑
」
の
違
い
に
気
づ
か
ず
に

使
っ
た
点
で
あ
る
。
「
陪
笑
」
は
明
ら
か
な
間
違
い
で
、
「
陪
」
は
「
お
供
す
る
、

お
付
き
添
い
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
「
賠
笑
」
は
「
作
り
笑
い
」
の
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
「
陪
笑
」
は
誤
用
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
文
学
脚
本
、
八
八
年
五

月
の
文
学
手
稿
本
、
六
月
の
演
出
手
稿
本
の
ど
れ
を
見
て
も
、
「
陪
笑
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
演
出
脚
本
だ
け
正
し
く
な
っ
た
の
は
後
で
こ
の
誤
用
に
気
づ
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
お
初
の
歌
っ
た
『
井
筒
女
』
の
男
主
人
公
「
在
原

業
平
」
の
名
前
は
、
文
学
脚
本
と
演
出
脚
本
の
ど
れ
で
も
、
「
原
業
平
」
に
な

っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
中
国
人
の
姓
名
が
殆
ど
三
字
で
あ
る
習
慣
か
ら
の
考
え

に
よ
っ
た
だ
ろ
う
と
田
山
う
。

○
　
お
春
…
（
涙
を
拭
っ
て
ひ
っ
そ
り
と
し
た
雰
囲
気
を
破
る
）
九
平
次
様
、

　
　
　
　
お
初
の
歌
っ
た
『
井
筒
女
』
は
素
晴
ら
し
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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九
平
次
…
（
心
に
も
な
い
こ
と
室
言
う
）
素
晴
ら
し
い
、
素
晴
ら
し
い
、

　
　
　
　
と
て
も
素
晴
ら
し
い
。

●
　
九
平
次
…
「
百
年
の
よ
し
み
を
結
ぶ
こ
と
を
願
い
、
死
ぬ
る
も
一
つ
の
墓

　
　
　
　
に
」
。
よ
し
、
よ
く
歌
っ
た
。
お
初
、
九
平
次
の
俺
は
お
墓
を
共
に

　
　
　
　
は
出
来
な
い
が
、
只
今
夜
を
求
め
る
…
」

　
第
二
に
、
お
初
が
『
井
筒
女
』
を
歌
っ
た
後
、
徳
兵
衛
と
と
も
に
涙
を
覆
い

隠
し
、
お
春
が
九
平
次
に
歌
の
す
ば
ら
し
さ
を
聞
き
、
九
平
次
が
応
酬
ぶ
り
の

答
え
を
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
（
○
の
部
分
）
は
演
出
脚
本
（
●
の
部
分
）
で
は

全
部
削
除
さ
れ
た
。
っ
ま
り
、
歌
っ
た
直
後
に
徳
兵
衛
と
お
初
が
す
ぐ
悲
し
い

気
分
に
浸
た
り
、
涙
を
流
す
よ
う
に
す
る
と
、
彼
ら
の
内
面
的
な
苦
痛
と
深
い

愛
情
が
軽
く
な
り
、
劇
の
展
開
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
り
や
す
い
。
そ
し
て
、

九
平
次
が
歌
に
反
応
し
な
い
の
を
目
に
し
た
お
春
が
そ
の
気
ま
ず
い
雰
囲
気
の

調
和
を
は
か
ろ
う
と
す
る
の
で
は
、
道
理
に
合
わ
な
い
。
だ
か
ら
、
演
出
脚
本

で
は
、
お
初
の
歌
を
聞
い
た
九
平
次
が
す
ぐ
「
百
年
の
よ
し
み
を
結
ぶ
こ
と
を

願
い
、
死
ぬ
る
も
一
つ
の
墓
に
」
の
歌
詞
を
賞
賛
し
な
が
ら
今
晩
の
交
歓
を
求

め
る
と
い
っ
た
反
応
に
出
た
。
こ
の
方
が
情
理
に
か
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。○

　
徳
兵
衛
…
（
万
感
胸
に
迫
る
よ
う
に
）
あ
あ
、
（
歌
う
）
お
初
の
涙
湧
く
如

　
　
　
　
く
、
わ
が
気
も
重
く
な
る
ば
か
り
／
幼
き
こ
ろ
の
出
来
事
は
去
来
忽

　
　
　
　
忽
た
り
／
互
い
に
兄
妹
と
親
し
ん
で
悲
喜
を
共
に
し
／
古
き
井
戸
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

　
　
　
で
井
筒
を
か
こ
っ
け
、
山
海
と
誓
盟
す
／
井
筒
に
な
ら
い
、
在
原
業

　
　
　
平
に
学
ん
で
、
二
人
の
心
傾
慕
す
れ
ど
も
／
一
別
以
後
、
互
い
に
妓

　
　
　
楼
で
逢
う
と
は
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
こ
と
／
喜
び
や
、
悲
し
み
や
、
苦
痛

　
　
　
や
／
…
…
あ
あ
、
全
て
の
思
い
は
夢
幻
の
中
に
あ
り

　
　
お
初
…
（
続
い
て
歌
う
）
只
、
年
貢
は
年
々
重
く
な
る
ば
か
り
／
只
、
家

　
　
　
は
貧
し
く
歳
々
空
し
く
な
る
ば
か
り
／
只
父
母
の
病
は
重
く
な
る
ば

　
　
　
か
り
／
只
お
初
の
不
運
は
っ
づ
く
ば
か
り
／
妓
楼
で
涙
を
隠
し
て
笑

　
　
　
　
い
を
見
せ
／
古
き
井
戸
辺
の
誓
盟
を
ふ
と
こ
ろ
深
く
お
さ
め
た
り
／

　
　
　
　
只
、
清
流
が
脂
粉
を
流
し
去
り
／
貴
方
様
よ
、
天
地
の
果
て
ま
で
永

　
　
　
　
く
相
い
従
ふ
を
望
む
の
み

　
　
徳
兵
衛
…
お
初
、
お
前
の
話
を
聞
く
か
ら
は
、
身
請
け
の
願
い
が
あ
る
な

　
　
　
　
ら
む
。

　
　
お
初
…
も
し
身
請
け
さ
れ
れ
ば
、
必
ず
貴
方
と
永
く
契
り
を
結
ん
で
、
生

　
　
　
　
死
を
共
に
。

　
　
徳
兵
衛
…
（
激
情
に
か
ら
れ
て
）
お
初
！

　
第
三
に
、
以
上
の
文
学
脚
本
の
第
一
場
の
最
後
は
、
演
出
脚
本
で
は
す
べ
て

削
除
さ
れ
て
い
る
。
文
学
脚
本
よ
り
数
段
短
く
な
っ
て
い
る
。
省
略
の
理
由
は

徳
兵
衛
と
お
初
の
こ
の
歌
は
、
お
初
の
最
初
に
歌
っ
た
『
井
筒
女
』
と
内
容
が

重
複
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。



第
二
場
（
無
理
な
縁
談
）

九
右
衛
門
…
何
も
言
う
な
。
ど
ん
な
言
い
訳
を
し
て
も
、
春
を
売
る
女
郎

　
　
を
我
が
平
野
屋
に
入
れ
る
の
は
無
理
だ
。

徳
兵
衛
…
叔
父
様
、
お
初
が
遊
廓
に
身
を
落
と
し
た
の
は
止
む
を
得
な
い

　
　
こ
と
で
す
よ
。

九
…
正
直
に
言
う
と
、
我
が
九
右
衛
門
の
家
は
な
、
代
々
農
業
や
商
売
一

　
　
筋
の
町
家
な
ん
だ
か
ら
、
決
し
て
遊
女
の
為
に
家
の
名
誉
を
汚
さ
れ

　
　
る
こ
と
を
許
さ
ん
。

九
右
衛
門
の
妻
…
（
宥
め
て
）
徳
兵
衛
、
貴
方
は
も
う
若
く
は
な
い
の
だ

　
　
か
ら
、
も
う
結
婚
す
べ
き
で
す
。
私
の
姪
お
芳
と
…
…

徳
…
お
芳
？
　
お
ば
さ
ん
、
も
う
彼
女
の
こ
と
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

九
…
舘
礼
な
こ
と
！

九
妻
…
徳
兵
衛
、
よ
く
言
う
こ
と
を
聴
き
な
さ
い
。
私
今
日
は
折
角
お
芳

　
　
の
家
へ
行
っ
て
き
た
の
。
彼
女
の
家
か
ら
三
貫
目
の
銀
を
も
ら
っ
て

　
　
き
た
。
こ
の
縁
談
を
承
諾
し
た
ら
ど
う
？
　
こ
れ
か
ら
、
叔
父
さ
ん

　
　
の
家
業
は
ど
う
せ
、
貴
方
が
た
お
二
人
の
も
の
に
な
る
わ
よ
。

徳
…
お
ば
さ
ん
、
私
の
心
に
は
お
初
し
か
い
ま
せ
ん
。
死
ん
で
も
こ
の
縁

　
　
談
に
従
い
か
ね
ま
す
。
お
許
し
下
さ
い
。

九
…
（
我
慢
で
き
な
い
様
子
で
）
無
礼
な
奴
。
聞
い
て
お
く
が
、
こ
の
縁
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談
に
い
っ
た
い
従
う
か
従
わ
な
い
か
。

　
　
徳
…
死
ん
で
も
、
従
い
か
ね
ま
す
。

　
　
九
…
（
怒
り
の
あ
ま
り
、
身
震
い
す
る
）
死
ん
で
も
、
従
い
か
ね
る
。
死

　
　
　
　
ん
で
も
、
従
い
か
ね
る
。
よ
し
。
両
親
の
死
に
別
れ
て
か
ら
、
俺
が

　
　
　
　
不
孝
の
お
前
を
引
き
取
り
、
成
人
さ
せ
た
の
だ
。
お
前
は
早
々
二
貫

　
　
　
　
目
の
銀
子
を
出
し
て
平
野
屋
を
出
て
行
け
。

　
　
徳
…
叔
父
様
…
…

　
　
九
…
俺
は
お
前
の
叔
父
で
は
な
い
。

　
　
徳
…
（
折
り
入
っ
て
頼
む
）
叔
父
様
、
私
は
こ
ん
な
沢
山
の
銀
子
を
ど
う

　
　
　
　
し
て
一
時
に
す
ぐ
出
す
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
九
妻
…
彼
に
し
ば
し
の
余
裕
を
与
え
て
下
さ
い
。
貴
方
様
。

　
　
九
…
今
日
は
七
日
。
よ
し
。
来
月
の
今
日
、
銀
子
を
持
っ
て
こ
い
。
期
限

　
　
　
　
を
過
ぎ
る
な
ら
大
阪
の
町
を
追
い
出
す
。
も
う
我
慢
は
で
き
な
い
。

　
　
徳
…
（
意
固
地
に
）
叔
父
様
、
こ
の
話
は
本
当
？

　
　
九
…
本
当
。

　
　
徳
…
果
た
し
て
。

　
　
九
…
も
ち
ろ
ん
。

　
以
上
の
文
学
脚
本
の
一
節
の
内
容
を
演
出
脚
本
で
は
だ
い
ぶ
縮
め
て
い
る
。

九
右
衛
門
の
、
明
ら
か
に
重
な
っ
て
い
る
二
回
の
縁
談
反
対
の
話
を
一
回
に
ま

と
め
、
九
右
衡
門
の
妻
の
「
も
う
結
婚
す
べ
き
で
す
。
私
の
姪
の
お
芳
と
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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…
」
の
話
と
徳
兵
衛
の
「
も
う
彼
女
の
こ
と
を
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
の
頼

み
を
削
除
し
た
。
文
学
脚
本
で
は
九
右
衛
門
の
妻
と
徳
兵
衛
と
の
会
話
内
容
を

重
複
し
て
い
る
。
演
出
脚
本
の
方
が
文
学
脚
本
よ
り
洗
練
さ
れ
た
感
じ
に
な
っ

て
い
る
。
で
も
、
以
上
の
重
複
程
度
な
ら
、
文
学
脚
本
と
し
て
は
不
自
然
な
ほ

ど
の
こ
と
で
は
な
く
、
日
常
会
話
の
実
情
に
合
致
し
て
い
る
展
開
で
あ
る
。

　
文
学
脚
本
の
徳
兵
衛
の
「
叔
父
様
、
お
初
が
遊
廓
に
身
を
落
と
し
た
の
は
止

む
を
得
な
い
こ
と
で
す
よ
」
に
対
し
て
、
演
出
脚
本
の
「
叔
父
様
、
お
初
の
両

親
が
重
病
に
な
り
、
年
貢
の
為
に
身
を
落
と
し
た
の
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で

す
よ
」
の
方
が
理
由
を
陳
述
し
て
い
る
も
の
と
し
て
良
い
よ
う
に
思
う
。

　
九
右
衛
門
の
妻
の
言
っ
た
「
徳
兵
衛
、
よ
く
言
う
こ
と
を
聴
き
な
さ
い
。
私

今
日
は
折
角
、
従
姉
妹
の
お
芳
の
家
へ
行
っ
て
き
た
の
。
彼
女
の
家
か
ら
三
貫

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
銀
子
を
も
ら
っ
て
き
た
。
こ
の
縁
談
を
承
諾
し
た
ら
ど
う
？
　
こ
れ
か
ら
、

叔
父
さ
ん
の
家
業
は
ど
う
せ
貫
方
が
た
お
二
人
の
も
の
に
な
る
わ
よ
」
と
は
反

対
に
、
「
中
国
漢
劇
『
曾
根
崎
殉
情
』
　
　
日
本
公
演
用
上
演
台
本
１
１
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

翻
訳
で
は
、
「
徳
兵
衛
、
聞
き
な
さ
れ
。
今
日
は
、
私
は
結
納
の
三
貫
目
持
ち
、

お
芳
の
家
を
尋
ね
、
め
で
た
く
縁
を
取
り
結
ぶ
。
こ
の
縁
談
に
従
え
ば
、
お
前

ら
夫
婦
に
、
平
野
屋
の
家
業
を
っ
が
す
が
、
ど
う
す
る
ぞ
」
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
三
貫
目
に
つ
い
て
、
お
芳
の
家
か
ら
も
ら
っ
て
き
た
の
か
、
九
右
衛

門
の
妻
が
持
っ
て
行
っ
た
の
か
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
演
出
脚

本
の
「
死
ん
で
も
、
従
い
か
ね
る
。
死
ん
で
も
、
従
い
か
ね
る
。
両
親
の
死
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

別
れ
て
か
ら
、
俺
が
不
肖
の
お
前
を
引
き
取
り
、
成
人
さ
せ
た
こ
と
を
忘
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

な
。
二
貫
目
の
銀
子
を
出
し
て
平
野
屋
を
出
て
行
け
」
と
九
右
衛
門
が
養
育
費

と
し
て
の
お
金
を
請
求
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
「
中
国
漢
劇
『
曾
根
崎
殉
情
』

　
　
日
本
公
演
用
上
演
台
本
』
　
　
」
で
は
、
「
死
ん
で
も
、
聞
か
れ
ぬ
。
死

ん
で
も
、
聞
か
れ
ぬ
。
お
前
は
親
に
死
に
別
れ
、
俺
が
引
き
取
り
、
成
人
さ
せ
、

今
日
あ
る
を
忘
れ
し
や
。
ま
た
、
良
し
。
お
前
は
早
々
に
、
結
納
の
銀
二
貫
目
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

取
り
戻
し
来
よ
。
そ
の
上
、
俺
と
平
野
屋
、
捨
て
る
が
良
い
」
と
な
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
日
本
語
訳
の
筋
か
ら
見
れ
ば
、
九
右
衛
門
の
妻
の
方
か
ら
三
貫
目

を
お
芳
の
家
へ
持
っ
て
行
っ
て
縁
談
を
結
ん
だ
が
、
徳
兵
衛
が
呑
み
込
め
な
い

で
い
る
の
に
対
し
て
、
九
兵
衛
門
が
三
貫
目
の
お
金
を
返
せ
と
怒
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
は
向
井
芳
樹
先
生
が
わ
ざ
と
原
作
の
設
定
に
合
わ
し
て
翻
訳

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
、
日
本
で
公
演
さ
れ
る
時
に
、
日
本
の
観

客
が
原
作
の
知
識
抜
き
で
理
解
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
お
金
の
い
き
さ
っ
に
っ
い
て
は
、
原
作
で
は
、
徳
兵
衛
が
お
初
に
話
し
た

通
り
、
「
内
儀
の
姪
に
二
貫
目
付
け
て
、
夫
婦
に
し
、
商
ひ
さ
せ
う
と
い
ふ
談

合
。
去
年
か
ら
の
こ
と
な
れ
ど
、
そ
な
た
と
い
ふ
人
持
ち
て
、
な
ん
の
心
が
移

ら
う
ぞ
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
お
金
の
話
は
二
回
し
か
持
ち
出
さ
れ
て
い

な
い
。
「
徳
兵
衛
の
憂
き
苦
労
」
の
縁
談
の
時
と
「
九
平
次
の
逆
ね
だ
れ
」
の

九
平
次
に
貸
し
た
二
貫
目
を
返
し
て
も
ら
う
時
の
二
個
所
で
あ
る
。
お
初
の
身

請
け
の
お
金
が
幾
ら
で
あ
る
か
に
っ
い
て
は
原
作
で
は
触
れ
て
い
な
い
。
し
か



し
、
脚
色
し
た
文
学
脚
本
と
演
出
脚
本
の
第
三
場
で
は
お
金
の
こ
と
に
つ
い
て
、

徳
兵
衛
が
自
分
で
貯
蓄
し
た
一
貫
目
、
お
初
の
貯
蓄
し
た
一
貫
目
、
古
里
か
ら

借
り
た
三
貫
目
、
合
計
五
貫
目
の
銀
子
で
お
初
を
身
請
け
し
よ
う
と
い
う
よ
う

に
設
定
し
た
り
、
ま
た
、
演
出
脚
本
で
は
九
平
次
が
騎
し
取
っ
た
五
貫
目
を
含

む
十
貫
目
を
天
満
屋
へ
持
っ
て
行
っ
て
お
初
を
買
い
切
り
す
る
と
い
う
よ
う
に

具
体
化
し
た
。
古
里
か
ら
の
三
貫
目
の
借
金
は
徳
兵
衛
の
身
分
な
ら
、
返
せ
る

は
ず
の
な
い
こ
と
に
一
切
考
え
て
い
な
い
。

　
中
国
古
典
劇
の
『
杜
十
娘
怒
況
百
宝
箱
』
・
『
玉
堂
春
』
な
ど
に
は
、
主
人
公

の
遊
女
が
自
分
の
蓄
え
た
金
を
出
し
て
相
手
の
男
を
助
け
た
例
が
あ
る
。
恐
ら

く
、
脚
色
し
た
時
、
お
初
に
貯
蓄
し
た
一
貫
目
が
あ
る
と
い
う
設
定
の
根
拠
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
文
学
脚
本
の
「
俺
が
不
孝
の
お
前
を
引
き
取
り
」
と
演
出
脚
本
の
「
俺
が
不

、肖
の
お
前
を
引
き
取
り
」
は
「
不
孝
」
と
「
不
肖
」
が
中
国
語
の
発
音
（
事

生
ぎ
）
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
が
、
意
味
が
違
う
も
の
で
あ
る
。
親
不
孝
の

「
不
孝
」
よ
り
人
徳
の
な
い
「
不
肖
」
の
方
が
適
切
で
あ
る
。

　
文
学
脚
本
の
最
後
の
「
期
限
を
過
ぎ
る
な
ら
、
大
阪
の
町
を
追
い
出
す
」
と

い
う
九
右
衛
門
の
話
に
対
し
て
徳
兵
衛
は
「
こ
の
話
は
本
当
９
」
「
果
た
し
て
」

と
聞
い
た
の
だ
が
、
演
出
脚
本
で
は
九
右
衛
門
の
「
俺
は
貴
方
の
叔
父
で
は
な

い
」
に
対
し
て
、
徳
兵
衛
は
聞
い
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
聞
く
時
の
ポ
イ
ン

ト
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
中
国
古
典
劇
『
曾
根
崎
殉
情
』
の
形
成
過
程

第
二
場
で
は
、
文
字
・
語
彙
・
表
現
か
ら
書
き
添
え
と
削
除
ま
で
、

し
た
の
は
約
五
〇
個
所
も
あ
る
。

第
三
場
（
神
に
祈
る
）

手
入
れ

　
第
三
場
の
始
め
に
あ
る
九
平
次
が
歌
う
歌
謡
の
内
容
は
殆
ど
同
じ
だ
が
、
微

妙
な
と
こ
ろ
に
違
い
が
あ
る
。
演
出
脚
本
で
は
、
文
学
脚
本
と
八
八
年
五
月
の

文
学
手
稿
本
、
六
月
の
演
出
脚
本
の
「
我
を
悩
ま
し
め
る
お
初
、
新
交
に
出
会

っ
て
旧
交
を
忘
れ
去
る
」
を
「
我
を
悩
ま
し
め
る
お
初
、
俺
と
情
誼
を
い
っ
た

ん
捨
つ
る
ら
む
」
に
直
さ
れ
た
。
徳
兵
衛
と
九
平
次
と
お
初
と
の
関
係
は
も
と

も
と
ど
ち
ら
が
新
交
で
、
ど
ち
ら
が
旧
交
な
の
か
の
問
題
で
あ
る
。
新
・
旧
交

の
表
現
と
な
る
と
、
九
平
次
の
ひ
と
り
よ
が
り
で
全
体
の
筋
と
ち
ょ
っ
と
合
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
彼
女
今
日
神
廟
へ
行
く
を
知
り
て
」
の
「
神
廟
」

は
原
作
に
合
わ
な
い
宗
教
上
の
ミ
ッ
ク
ス
チ
ャ
ー
で
あ
る
。
次
の
文
学
脚
本
と

演
出
脚
本
の
お
初
の
歌
に
も
同
じ
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。

○
●
　
お
初
（
歌
う
）
…
…
お
見
渡
し
下
さ
れ
／
観
世
音
菩
薩
の
三
十
三
個
所

　
　
　
　
の
霊
山
、
霊
水
、
伽
藍
寺
廟
の
化
身
／
今
日
の
う
ち
に
大
融
寺
、
長

　
　
　
　
福
廟
、
重
願
寺
、
本
誓
廟
、
心
光
、
大
覚
、
金
台
、
大
蓮
寺
等
に
参

　
　
　
　
詣
し
て
福
徳
円
満
、
長
寿
な
る
を
祈
る

　
原
作
の
西
国
三
十
三
所
の
う
ち
、
稲
荷
の
宮
・
神
明
宮
・
稲
荷
の
神
社
、
新

御
霊
の
ほ
か
に
み
ん
な
お
寺
で
あ
る
。
銭
稲
孫
氏
の
訳
文
も
原
作
に
忠
実
に
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



　
　
　
　
　
中
国
古
典
劇
『
曾
根
崎
殉
情
』
の
形
成
過
程

訳
し
た
の
で
あ
る
が
、
文
学
脚
本
と
演
出
脚
本
に
廟
と
寺
を
混
じ
っ
て
使
っ
て

い
る
の
は
、
中
国
側
の
無
神
論
の
影
響
に
よ
る
無
頓
着
の
結
呆
生
言
え
る
か
も

知
れ
な
い
。
「
伽
藍
」
は
梵
語
、
仏
道
を
修
業
す
る
所
、
お
寺
の
意
味
で
、

「
廟
」
は
も
と
よ
り
先
祖
や
神
を
祭
る
所
で
、
「
宮
・
観
」
と
同
様
道
教
に
属
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
香
港
の
九
龍
半
島
の
「
黄
大
仙
廟
」
「
天

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

后
廟
」
「
青
松
観
」
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
「
天
徳
宮
」
「
揚
天
宮
」
、
北
京
の
「
白

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

雲
観
」
、
武
漢
の
「
長
春
観
」
、
蘇
州
市
の
「
玄
妙
観
三
清
殿
」
、
湖
北
省
の

　
　
　
、

「
紫
脊
宮
」
な
ど
は
そ
の
類
で
あ
る
。
民
問
で
は
一
般
に
仏
教
・
道
教
の
二
教

混
乱
の
現
状
が
見
ら
れ
、
「
寺
廟
」
を
一
っ
の
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
の
は
普

通
で
あ
る
。
改
作
の
中
に
こ
れ
を
混
用
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
特
に
触
れ
る

必
要
は
な
い
と
思
う
が
、
厳
密
に
使
い
分
け
た
方
が
い
い
と
思
わ
れ
る
。
以
上

か
ら
す
る
と
、
第
三
場
の
テ
ー
マ
は
「
求
神
」
（
神
に
祈
る
）
で
は
な
く
、
「
拝

仏
」
（
仏
に
拝
む
）
に
す
れ
ば
、
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

○
　
お
初
…
（
敬
慶
に
歌
う
）
観
世
音
菩
薩
様
よ
、
観
世
音
菩
薩
様
／
人
の
面

　
　
　
　
を
観
て
人
の
声
を
聴
き
給
ふ
／
お
初
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
哀
れ
な
運

　
　
　
　
命
／
年
十
九
ば
か
り
に
て
娼
門
に
入
る
／
作
り
笑
い
し
て
歌
え
ど
、

　
　
　
　
陰
で
泣
く
／
古
き
を
送
り
新
し
き
を
迎
え
取
る
は
心
悲
し
／
此
の
一

　
　
　
　
生
死
ぬ
ほ
ど
冷
た
し
と
言
え
ど
も
／
幸
い
に
徳
兵
衛
が
現
れ
た
り
／

　
　
　
　
我
が
運
命
の
不
幸
を
嫌
わ
ず
／
百
年
の
夫
婦
を
結
ぶ
を
願
う
と
て
／

　
　
　
　
言
を
聞
け
ば
生
ま
れ
変
わ
る
が
如
し
／
言
を
聞
け
が
花
が
春
に
逢
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

　
　
　
　
が
如
し
／
神
に
拝
み
て
仏
の
如
護
を
求
む
／
身
請
け
の
成
就
を
守
り

　
　
　
　
／
我
が
夫
婦
の
愛
が
末
永
く
続
き
／
連
理
の
枝
分
か
た
ざ
る
を
守
り

　
　
　
　
賜
え

　
以
上
の
文
学
脚
本
の
お
初
の
歌
は
演
出
脚
本
に
ま
っ
た
く
な
い
も
の
で
、
明

ら
か
な
削
除
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
な
く
、
徳
兵
衛
の
十
八
句
の

歌
を
も
省
い
て
い
る
。
そ
の
十
八
句
の
歌
内
容
は
第
二
場
で
の
叔
父
さ
ん
と
お

ば
さ
ん
と
の
無
理
な
縁
談
の
話
で
あ
る
。
そ
れ
を
数
行
の
短
い
会
話
に
短
縮
し

た
。　

文
学
脚
本
の
対
話
の
中
の
原
文
で
は
、
お
初
が
徳
兵
衛
を
呼
ぶ
時
に
「
徳

郎
」
・
「
徳
兵
衛
君
」
を
、
徳
兵
衛
が
お
初
を
呼
ぶ
時
に
「
初
娘
」
・
「
夫
人
」
を

呼
ん
で
い
た
。
呼
び
方
は
統
一
し
て
い
な
い
。
「
徳
郎
」
の
「
郎
」
は
女
性
が

夫
ま
た
は
恋
人
を
呼
ぶ
親
し
い
呼
称
で
、
「
徳
兵
衛
君
」
の
「
君
」
は
普
通
男

性
に
対
す
る
尊
称
で
あ
る
。
「
初
娘
」
の
「
娘
」
は
昔
、
既
婚
の
中
年
女
性
ま

た
は
未
婚
の
若
い
女
性
の
こ
と
を
指
す
が
、
「
夫
人
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

既
婚
の
女
性
の
こ
と
で
、
古
代
は
諸
侯
な
ど
官
吏
の
妻
の
呼
称
で
あ
る
が
、
後

に
一
般
の
人
の
妻
に
対
す
る
尊
称
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
「
徳
兵
衛
君
」
と
か

「
夫
人
」
は
不
適
切
な
呼
称
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
既
に
前
に
出
た

五
貫
目
の
話
を
も
う
一
度
持
ち
だ
し
た
り
す
る
の
は
、
冗
長
な
話
に
な
り
、
ま

た
、
お
初
が
徳
兵
衛
の
服
を
持
ち
帰
っ
て
洗
っ
て
上
げ
る
な
ど
の
話
を
し
た
り

す
る
の
は
、
遊
女
の
身
分
或
い
は
遊
廓
の
し
き
た
り
に
合
わ
な
い
内
容
で
、
ま



っ
た
く
現
代
人
の
日
常
家
庭
の
生
活
か
ら
の
考
え
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
演
出

脚
本
で
は
そ
う
い
う
冗
長
な
部
分
と
不
合
理
な
内
容
を
削
除
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
文
学
脚
本
の
話
の
筋
も
か
な
り
違
っ
て
い
る
。

第
三
場
の
内
容
は
も
と
も
と
お
寺
に
来
て
い
る
二
人
の
話
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

こ
と
に
設
定
し
て
い
る
の
に
、
徳
兵
衛
が
「
寺
廟
へ
菩
薩
に
拝
み
に
行
っ
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
」
と
お
初
を
お
寺
へ
引
っ
張
っ
て
い
く
展
開
で
、
二
人
の
出
会

っ
た
場
所
は
お
寺
で
は
な
く
、
途
中
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
首
尾
が
矛

盾
し
て
く
る
。

　
ま
た
、
子
授
け
観
音
の
前
に
立
ち
止
ま
っ
た
時
に
は
、
文
学
脚
本
で
は
お
初

が
子
授
け
観
音
様
の
お
名
前
を
徳
兵
衛
に
聞
い
た
こ
と
に
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
演
出
脚
本
で
は
正
反
対
に
徳
兵
衛
が
お
初
に
聞
い
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
観
音
様
の
名
前
を
聞
く
シ
ー
ン
で
は
、
文
学
脚
本
で
は
お
初
↓

徳
兵
衛
の
言
葉
の
や
り
と
り
が
三
回
、
演
出
脚
本
は
徳
兵
衛
↓
お
初
の
や
り
と

り
が
六
回
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
演
出
脚
本
で
は
そ
う
い
う
冗
長
な
部

分
と
不
合
理
な
内
容
を
削
除
し
、
二
人
の
か
ら
か
う
や
り
と
り
を
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
書
き
足
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
文
学
脚
本
と
演
出
脚
本
を
比
べ
て
み
る
と
、
第
三
場
の
内
容
上
、
カ
ッ
ト
し

た
歌
の
部
分
が
二
個
所
、
書
き
直
し
た
部
分
が
六
個
所
、
他
の
文
字
・
語
彙
・

表
現
な
ど
の
添
削
が
約
六
〇
個
所
で
あ
る
。

中
国
古
典
劇
『
曾
根
崎
殉
情
』

の
形
成
過
程

第
四
場
（
借
金
を
取
り
立
て
る
）

　
第
四
場
の
終
わ
り
の
徳
兵
衛
の
歌
の
長
さ
が
大
分
違
っ
て
い
る
。
文
学
脚
本

は
歌
の
内
容
が
格
闘
の
場
面
や
事
件
の
経
緯
を
よ
り
子
細
に
表
さ
れ
て
い
る
が
、

演
出
脚
本
は
そ
れ
を
舞
台
の
進
行
に
合
わ
せ
て
、
含
蓄
的
な
数
句
の
言
葉
に
縮

め
、
特
に
徳
兵
衛
に
歌
わ
せ
ず
、
舞
台
裏
の
人
に
徳
兵
衛
の
心
境
を
語
り
出
す

よ
う
に
歌
わ
せ
た
。
歌
の
長
さ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
演
出
脚
本
の
舞
台
裏
の

人
に
歌
わ
せ
た
、
浄
瑠
璃
の
太
夫
の
語
り
に
共
通
す
る
も
の
で
、
こ
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
処
理
は
い
か
に
も
効
果
的
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
第
四
場
は
他
の
場
に
較
べ
る
と
、
あ
ま
り
手
入
れ
を
し
て
い
な
い
。
文
字
と

語
彙
の
書
き
直
し
は
多
く
、
併
せ
て
約
四
〇
個
所
で
あ
る
。

第
五
場
（
悲
し
い
出
会
い
）

　
　
　
一
幕
啓
。
初
娘
正
在
縫
制
嫁
衣
。

初
娘
…
（
唱
）
明
月
漸
上
高
楼
、
晩
涼
初
。
一
片
清
光
潟
地
、
情
懐
柔
。

　
　
初
七
夜
、
心
更
切
、
思
悠
悠
、
幾
番
疑
是
郎
至
、
人
影
疎
。

　
　
　
一
徳
兵
衛
破
帽
掩
面
、
踊
趾
上
場
。

徳
兵
衛
…
（
唱
）
寂
蓼
黄
昏
時
侯
、
涙
暗
流
。
一
頂
破
笠
遮
面
、
難
掩
養
、

　
　
欲
見
地
、
伯
見
地
、
更
添
愁
、
モ
言
万
語
欲
訴
、
歩
又
留
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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劇
，
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』
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過
程

　
　
初
娘
…
（
唱
）
腸
郎
想
郎
窺
密
口
、
灯
火
如
籏
、
忽
見
一
人
好
面
熟
、

●
　
　
　
　
一
幕
啓
。
初
娘
正
在
縫
制
嫁
衣
。

　
　
初
娘
…
（
唱
）
月
牙
児
面
含
笑
漸
上
高
楼
、
潟
清
光
懐
柔
情
令
人
思
悠
悠
。

　
　
　
　
連
日
来
飛
針
走
線
織
錦
繍
、
千
根
針
万
条
線
描
我
心
圖
。
与
徳
郎
結

　
　
　
　
紅
縄
恩
愛
巳
久
、
喜
初
娘
得
知
己
平
生
亦
足
。
初
七
晩
心
更
切
頻
眺

　
　
　
　
宙
口
、
扮
徳
郎
来
接
奴
偏
偏
人
影
疎
…
…

　
　
　
　
　
一
徳
兵
衛
蹄
趾
上
場
。

　
　
徳
兵
衛
…
（
唱
）
初
娘
地
符
門
楼
苦
将
我
侯
、
欲
見
地
伯
見
地
天
満
楼
前

　
　
　
　
歩
又
留
。

　
　
初
娘
…
（
唱
）
望
眼
欲
穿
扮
郎
至
、
忽
見
一
人
好
面
熟
。

　
以
上
の
歌
の
部
分
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
お
初
の
歌
に
つ
い
て
は
文
学
脚
本

よ
り
演
出
脚
本
の
方
は
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
徳
兵
衛
の
歌
に
っ
い
て
は

少
し
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
文
学
脚
本
全
体
に
お
い
て
は
こ
の
歌
の

中
国
語
だ
け
は
殆
ど
三
字
と
な
っ
て
い
る
。
三
字
の
表
現
は
難
し
い
よ
う
で
、

ど
う
し
て
こ
こ
の
部
分
だ
け
が
三
字
に
な
る
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
昔
の
三

字
の
『
三
字
経
』
、
四
字
の
『
詩
経
』
の
ほ
か
に
中
国
古
典
劇
の
歌
の
中
に
三

字
の
表
現
は
あ
る
事
は
あ
る
が
、
多
い
ほ
ど
で
は
な
い
。
文
字
が
少
な
く
な
る

と
、
表
現
が
難
し
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
第
五
場
の
内
容
は
心
中
前
の
出
会
い
の
悲
し
い
場
面
で
あ
る
。
演
出
脚
本
を

見
て
み
る
と
、
書
き
換
え
の
手
入
れ
が
一
番
多
い
。
「
原
作
の
天
満
屋
が
少
し
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簡
略
化
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぽ
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
い
る
」
と
言
え
そ
う
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
「
中
国
古
典
劇
で
は
舞
台
装
置
に
机
と
椅
子
し
か
使
わ
な
い

の
で
、
縁
の
下
に
徳
兵
衛
を
隠
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
机
の
下
に
隠
れ

る
こ
と
に
な
る
。
中
略
、
徳
兵
衛
が
死
ぬ
こ
と
を
覚
悟
し
て
出
て
行
く
の
を
、

お
初
が
後
ろ
か
ら
、
花
嫁
衣
裳
を
持
っ
て
追
い
掛
け
て
い
く
よ
う
に
変
わ
っ
て

　
　い
る
」
よ
う
で
あ
る
。
文
学
脚
本
で
は
徳
兵
衛
の
歌
と
台
詞
に
は
あ
ま
り
悲
し

す
ぎ
、
前
の
話
の
重
複
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
も
し
お
初
と
九
平
次
と
の

会
話
を
前
半
と
後
半
に
分
け
る
と
、
文
学
脚
本
で
は
前
半
の
や
り
と
り
が
多
く
、

演
出
脚
本
で
は
後
半
の
や
り
と
り
が
多
い
。
や
り
と
り
の
内
容
を
見
る
と
、
文

学
脚
本
の
九
平
次
は
軽
薄
な
と
こ
ろ
が
表
に
出
す
ぎ
て
軽
い
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
演
出
脚
本
の
九
平
次
は
ず
る
賢
い
悪
人
の
印
象
が
強
い
。
九
平

次
は
脇
役
と
は
言
え
、
劇
全
体
に
関
わ
る
人
物
で
あ
る
か
ら
、
九
平
次
を
ど
の

よ
う
に
描
く
か
は
大
切
な
こ
と
で
、
悪
人
の
ず
る
さ
や
陰
険
な
と
こ
ろ
を
真
剣

に
取
り
扱
っ
て
い
た
ら
、
主
役
の
こ
と
を
際
だ
て
る
引
き
立
て
役
に
な
る
。
特

に
悲
劇
の
場
合
は
最
も
然
る
べ
き
で
あ
る
。
物
語
の
展
開
と
密
接
に
関
連
す
る

劇
の
人
物
の
描
写
ま
た
は
人
物
の
会
話
に
は
重
み
が
無
け
れ
ば
、
劇
の
重
み
も

失
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
文
学
脚
本
で
は
九
平
次
は
花
車
に
渡
し
た
銀
子
は
五
貫
目
で
あ
る

が
、
演
出
脚
本
で
は
十
貫
目
に
ま
で
増
え
た
。
第
二
場
に
述
べ
た
よ
う
に
、
金

銭
の
感
覚
が
無
い
た
め
に
江
戸
時
代
の
金
を
勝
手
に
増
加
し
た
。
文
学
作
品
と



言
っ
て
も
、
昔
の
金
の
こ
と
な
ら
、
中
国
と
日
本
の
ど
ち
ら
に
合
わ
し
て
も
い

い
が
、
ち
ゃ
ん
と
調
べ
た
上
に
書
か
れ
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
両
脚
本
の
長
さ
で
言
う
と
、
文
学
脚
本
よ
り
演
出
脚
本
の
方
は
や
や
短
い
。

し
か
し
、
第
五
場
だ
け
は
長
い
。
演
出
脚
本
の
第
五
場
の
語
彙
・
文
字
・
内
容

の
添
削
と
い
う
よ
り
、
殆
ど
全
体
的
な
手
入
れ
で
あ
っ
た
。

第
六
場
（
心
中
）

　
先
ず
、
お
初
が
『
井
筒
女
』
を
歌
う
場
面
と
時
問
は
両
者
で
は
違
っ
て
い
る
。

文
学
脚
本
は
お
初
が
そ
れ
を
歌
っ
た
後
に
、
徳
兵
衛
が
森
を
心
中
の
場
所
に
決

め
た
。
演
出
脚
本
は
心
中
の
場
所
を
決
め
て
か
ら
、
お
初
が
徳
兵
衛
の
好
き
な

『
井
筒
女
』
を
歌
っ
た
。
舞
台
の
公
演
を
見
た
私
は
、
や
は
り
後
者
の
方
が
い

い
と
思
う
。
勿
論
、
天
地
、
御
堂
、
夫
婦
固
め
の
互
い
の
礼
拝
の
場
面
及
び
お

初
が
徳
兵
衛
の
為
に
『
井
筒
』
を
歌
っ
た
場
面
は
、
文
学
脚
本
に
な
く
、
演
出

脚
本
の
設
定
し
た
書
き
添
え
で
あ
る
。

　
演
出
脚
本
で
は
カ
ッ
ト
さ
れ
た
部
分
が
数
個
所
あ
る
。
一
っ
は
お
初
が
結
婚

用
の
赤
絹
を
持
っ
て
き
て
、
徳
兵
衛
に
被
っ
て
も
ら
う
と
い
う
描
写
。
昔
、
婚

礼
の
時
に
花
嫁
が
頭
に
赤
絹
を
被
っ
て
籠
に
乗
っ
て
新
郎
の
と
こ
ろ
に
行
く
と

い
う
習
わ
し
に
な
っ
て
い
る
。
現
代
の
中
国
映
画
の
『
赤
い
高
梁
』
の
始
め
の

場
面
に
現
れ
た
の
は
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く
中
国
の
旧
時
の
婚
礼
習

慣
で
、
赤
絹
を
地
方
に
よ
っ
て
「
益
頭
」
「
蒙
頭
祇
」
「
差
頭
紅
」
と
い
う
。
こ

　
　
　
　
　
中
国
古
典
劇
『
曾
根
崎
殉
情
』
の
形
成
過
程

れ
は
日
本
人
が
観
劇
し
た
時
に
は
恐
ら
く
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
習
慣
上
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
お
初
が
徳
兵
衛
に
「
差
頭
」
を
被

っ
て
も
ら
う
の
は
非
常
識
の
よ
う
に
思
え
る
。
一
般
に
新
婦
の
そ
の
「
差
頭
」

は
新
郎
に
取
っ
て
も
ら
う
の
は
普
通
で
あ
る
。

　
次
は
二
人
は
心
中
し
よ
う
と
決
心
し
た
が
、
ま
だ
死
ぬ
こ
と
が
怖
い
と
い
う

表
現
を
と
ら
せ
て
い
る
点
で
あ
る
。
文
学
脚
本
に
描
か
れ
た
お
初
の
「
死
ん
だ

人
の
顔
は
怖
い
で
し
ょ
う
」
と
か
、
徳
兵
衛
の
「
何
故
、
死
ぬ
か
、
何
故
、
死

な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
と
か
、
ま
た
お
初
が
驚
き
恐
れ
て
「
あ
あ
、
怖
い
。

鬼
影
の
火
は
あ
ち
こ
ち
点
滅
、
冤
鬼
の
魂
の
火
は
燃
え
る
」
と
い
っ
た
部
分
は
、

死
ぬ
直
前
の
二
人
の
恐
怖
の
心
情
を
表
さ
れ
て
い
る
。
実
は
生
き
て
い
く
道
に

希
望
も
な
く
、
生
存
を
締
め
て
、
心
中
を
選
ん
だ
二
人
は
、
死
ぬ
こ
と
を
怖
が

ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
中
国
の
自
殺
と
日
本
の
心
中
と
は
当
然
同
類
の
も
の
で

は
な
く
、
中
日
民
族
の
生
死
観
も
死
の
美
学
と
理
念
も
違
う
か
ら
、
そ
れ
を
削

除
し
た
演
出
脚
本
の
扱
い
は
穏
当
か
つ
的
確
な
よ
う
で
あ
る
。

　
第
六
場
の
語
彙
・
文
字
の
手
入
れ
と
内
容
の
添
削
は
約
五
〇
数
個
所
あ
る
。

む
　
す

び

　
日
本
の
芝
居
も
中
国
の
戯
曲
も
「
総
合
芸
術
」
で
あ
る
。
中
国
の
戯
曲
理
論

家
・
故
周
胎
白
氏
は
こ
う
語
ら
れ
て
い
る
。
「
演
劇
は
従
来
『
総
合
芸
術
』
と

称
し
、
或
い
は
又
『
七
番
目
の
芸
術
』
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
そ
の
中
に
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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術
の
成
分
が
含
ま
れ
、
詩
歌
・
音
楽
・
舞
踏
・
絵
画
・
彫
塑
・
建
築
な
ど
の
六

項
目
の
芸
術
を
持
っ
所
以
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
総
合
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

融
合
し
て
、
他
の
芸
術
と
違
っ
た
独
立
様
式
を
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

演
劇
そ
の
も
の
は
、
詩
歌
・
音
楽
・
舞
踏
・
絵
画
・
彫
塑
・
建
築
な
ど
の
六
項

目
の
芸
術
か
ら
の
組
み
合
わ
せ
で
は
な
い
。
詩
歌
な
ど
の
六
項
目
の
芸
術
が
あ

っ
て
か
ら
、
演
劇
が
誕
生
し
た
の
で
も
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
詩
歌
な
ど
の
六

項
目
の
芸
術
の
性
質
は
、
或
い
は
時
間
芸
術
、
或
い
は
空
問
芸
術
に
属
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

演
劇
は
時
間
と
空
間
の
二
つ
の
芸
術
の
性
質
を
兼
有
す
る
」
一
つ
の
芝
居
を
作

る
の
が
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
私
が
解
っ
た
の
は
、
漢
劇
の
『
曾
根
崎
殉

情
』
を
き
っ
か
け
に
芸
術
創
造
の
過
程
に
参
加
し
て
か
ら
で
あ
る
。
舞
台
と
創

作
の
全
過
程
及
び
各
誌
の
評
価
に
っ
い
て
は
、
今
回
は
紙
幅
の
関
係
で
触
れ
な

い
が
、
別
に
書
き
た
い
。
例
え
ば
、
中
日
の
脚
本
の
心
中
の
場
面
で
は
、
徳
兵

衛
は
刀
を
持
っ
て
お
初
に
突
き
刺
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
漢
劇
の
舞
台
で

は
お
初
が
徳
兵
衛
が
突
き
刺
す
に
忍
び
な
い
の
を
見
て
徳
兵
衛
の
手
を
掴
ん
で

自
分
で
刺
し
た
。
そ
の
す
こ
し
の
違
い
は
、
監
督
の
高
乗
江
氏
の
愛
情
、
人
情
、

観
客
心
理
か
ら
の
考
え
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
芝
居
は
時
問
芸
術
と
空
問
芸

術
の
性
質
と
、
文
学
性
と
演
劇
性
の
二
重
性
を
併
有
す
る
の
で
あ
る
。
先
ず
、

そ
の
文
学
性
で
あ
る
。
脚
本
家
の
方
月
怖
氏
は
日
本
の
作
品
の
改
作
が
初
め
て

な
の
で
、
日
本
文
学
の
知
識
を
把
握
す
る
た
め
に
、
私
の
と
こ
ろ
か
ら
謡
曲
・

日
本
文
学
史
の
中
国
語
訳
と
日
本
の
作
家
に
関
す
る
書
籍
を
借
り
て
熟
読
す
る
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と
同
時
に
、
中
国
古
典
劇
の
先
学
に
訪
ね
た
り
し
た
。
そ
し
て
、
劇
の
監
督
な

ど
の
関
係
者
と
一
緒
に
向
井
芳
樹
先
生
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ
た
『
曾
根
崎
心

中
』
の
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
・
映
画
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
繰
り
返
し
て
見
た
。
八

八
年
二
月
ご
ろ
、
脚
本
の
第
一
稿
が
出
来
上
が
っ
た
。
そ
れ
を
向
井
先
生
に
送

っ
た
。
第
二
稿
が
出
来
た
時
に
武
漢
で
向
井
芳
樹
先
生
と
打
ち
合
わ
せ
て
い
ろ

い
ろ
と
検
討
し
た
。
そ
の
脚
本
は
四
時
間
の
舞
台
演
出
の
計
画
で
書
か
れ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
日
本
で
上
演
す
る
場
合
は
長
す
ぎ
る
と
向
井
芳
樹
先
生
は
二
時

間
の
分
量
に
縮
め
る
意
見
を
出
し
た
。
だ
か
ら
、
第
三
稿
の
脚
本
は
全
部
二
時

間
分
の
分
量
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
物
語
の
展
開
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、

歌
と
台
詞
の
表
現
を
簡
潔
に
練
り
込
ん
だ
。
今
回
の
両
脚
本
の
比
較
を
通
し
て

そ
の
洗
練
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
実
感
し
た
。
両
脚
本
を
読
ん
だ
時
に
も
、
舞
台
の

演
出
を
見
た
時
に
も
、
筋
そ
の
も
の
に
注
意
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
あ

ま
り
細
部
に
わ
た
る
留
意
と
検
討
を
怠
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
両
脚
本
の
比
較

の
作
業
を
す
る
中
で
、
三
回
の
手
稿
本
を
除
い
て
活
字
に
な
っ
た
文
学
脚
本
と

演
出
脚
本
だ
け
で
も
、
文
字
・
語
彙
を
含
む
段
落
の
書
き
換
え
を
数
百
個
所
も

見
っ
け
よ
う
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
両
脚
本
の
違
い
が
こ
ん
な
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
っ
い
て
は
、
脚
本
家
自
身
は
ど
こ
ま
で
意
識
し
て
い
る
か
は

分
か
ら
な
い
が
、
推
敵
の
あ
と
を
た
ど
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
う
。
単
な
る
観

劇
と
研
究
作
業
と
は
ま
っ
た
く
別
個
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

文
字
上
の
推
散
だ
け
で
な
く
、
内
容
の
構
造
や
社
会
の
風
土
・
民
俗
な
ど
に
お



い
て
も
、
『
武
漢
劇
壇
』
の
文
学
脚
本
よ
り
一
年
後
の
『
劇
本
』
の
演
出
脚
本

の
方
が
洗
練
さ
れ
て
い
る
。
時
問
的
に
考
え
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

改
作
す
る
人
に
と
っ
て
は
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
苦
労
の
証
拠
と
一
言
え
よ
う
。

　
近
松
門
左
衛
門
の
代
表
作
『
曽
根
崎
心
中
』
の
こ
の
愛
情
悲
恋
物
語
は
、
初

め
て
中
国
で
受
け
入
れ
、
武
漢
と
北
京
の
舞
台
で
上
演
さ
れ
た
。
中
国
の
公
演

で
も
日
本
で
の
公
演
で
も
観
客
た
ち
が
涙
を
流
し
た
事
実
は
悲
劇
の
も
つ
文
学

の
力
と
劇
芸
術
の
力
を
反
映
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
愛
情
の
主
題
は
恒

久
で
、
国
境
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
日
両
国
に
お
け
る
文
化
交
流
・

芸
術
上
の
大
胆
な
試
み
と
友
好
の
合
作
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
九
年
の
『
武
漢

年
鑑
』
に
は
、
「
武
漢
漢
劇
院
が
日
本
の
名
著
に
よ
っ
て
脚
色
し
た
、
日
本
人

民
の
封
建
勢
力
に
反
抗
し
、
美
し
い
愛
情
を
求
め
る
こ
と
を
反
映
さ
れ
た
『
曾

根
崎
殉
情
』
は
上
演
さ
れ
、
古
典
劇
の
様
式
で
外
国
の
芝
居
を
演
じ
る
こ
と
も

同
じ
く
人
を
感
動
さ
せ
る
魅
力
を
持
っ
て
い
る
」
「
武
漢
漢
劇
院
劇
作
家
方
月

価
氏
と
日
本
同
志
社
大
学
教
授
向
井
芳
樹
が
協
力
し
て
、
日
本
の
名
著
『
曽
根

崎
心
中
』
を
漢
劇
に
脚
色
し
た
。
そ
し
て
、
漢
劇
青
年
実
験
団
は
舞
台
稽
古
し

て
、
一
一
月
の
始
め
に
日
本
へ
赴
い
て
公
演
さ
れ
、
各
界
の
好
評
を
得
た
」
と

記
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
『
演
劇
年
表
』
に
は
、
「
近
松
の
『
曽

根
崎
心
中
』
を
中
国
古
典
劇
に
移
し
て
、
武
漢
の
若
い
劇
団
が
演
じ
た
。
脚
本

が
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
た
。
観
音
め
ぐ
り
も
て
い
ね
い
に
あ
り
、
上
乗
だ
っ
た
。

一
昆
劇
の
『
マ
ク
ベ
ス
』
よ
り
は
成
功
し
た
。
一
つ
の
実
験
と
し
て
銘
記
し
た

　
　
　
　
　
中
国
古
典
劇
『
曾
根
崎
殉
情
』
の
形
成
過
程

＠い
Ｌ
と
い
っ
た
寸
評
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

注
¢
　
昭
和
三
十
四
年
に
発
行
者
で
あ
る
日
本
学
術
会
議
内
日
本
学
術
振
興
会
に
よ
っ
て

　
出
版
さ
れ
た
『
漢
訳
万
葉
集
選
』
も
あ
る
。
そ
の
当
時
は
銭
稲
孫
氏
が
古
稀
の
年
で

　
あ
っ
た
。

　
　
同
志
社
『
国
文
学
』
向
井
芳
樹
　
一
九
八
九
年
三
月
二
〇
日
　
第
三
十
二
号
。

　
　
に
同
じ
。

　
　
に
同
じ
。

¢
　
『
中
国
戯
曲
発
展
史
綱
要
』
上
海
古
籍
出
版
社
出
版
　
一
九
七
九
年
十
月
　
第
一

　
版
。

　
　
『
演
劇
年
表
・
下
』
藤
田
洋
　
桜
風
杜
　
平
成
四
年
六
月
三
十
日
。

七
九


	中国古典劇『曾根崎殉情』の形成過程
	はじめに
	第一場（再会）
	第二場（無理な縁談）
	第三場（神に祈る）
	第四場（借金を取り立てる）
	第五場（悲しい出会い）
	第六場（心中）
	むすび



